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大槌消防署からのお知らせ町民課からのお知らせ

町民課 環境生活班  ℡ 0193-42-8713【お問い合わせ】

　３月５日（月）、沢山地区集会所において、「高齢者運転教室」が開
かれました。釜石地区交通安全協会大槌支会と沢山町内会の協力のも
と行われた教室では、沢山地区の高齢者の方々が、釜石警察署交通課
の千葉係長から、「高齢者のカラダの変化と交通安全」について講義
を受けました。
　運転シュミレーターを使った実戦訓練では、参加者全員がリモコン
を持ち、運転の映像の中で「危ない」と思った瞬間にボタンを押すテ
ストが行われました。画面に表示された結果を見ると、ほとんどの人
が危険の察知が遅く、事故を防ぎきれていない事が分かりました。
　今回の教室を終えて、佐々木章夫町内会長は、「思ったよりもずい
ぶん判断が遅く、みんな驚いたと思います。いい経験になったので、
今後の運転、また歩く時にも気をつける様にしたい。」と話していま
した。

　３月19 日（月）、釜石地区交通安全協会大槌支会（岩間利
夫会長）から、この春入学する町内の新１年生に対し、黄色
い通学帽が贈られました。この黄色い帽子の寄贈事業は、平
成元年から続けて行われており、本年度は、おなじみの帽子
と併せて、あいおいニッセイ同和損保様より、黄色の横断旗
も寄贈されました。代表して受け取った伊藤教育長は、児童
の通学の安全確保への力強い協力に対し感謝を述べました。
　この帽子は、新入学児童に手渡され、春からの登下校の
安全確保に役立てられます。

判断力の低下を自覚～高齢者運転教室を実施～

釜石地区交通安全協会大槌支会
黄色い通学帽を
新１年生へプレゼント

大槌消防署　℡ 0193-42-3121【お問い合わせ】

・�県内でも高齢者の死亡事故率が高い。
　子どもは１名、高齢者28名（３月５日時点）
・�お年寄りは自分より孫を大事にする。
   反射材は、孫にあげずに自分でつけましょう！
・�天候、季節、時間帯でも景色は変わる。
  夜は速度や距離感や分かりづらくなるので、特に気をつけましょう！

東日本大震災から学ぶ

神戸大学留学生が
消防団を訪問しました

　３月 10 日（土）、
神戸大学留学生５
名と引率者５名が東
日本大震災における
消防団の活動、今
後の課題を学ぶた
め、大槌町消防団を
訪れ、越田団長ほか
５名が震災当時の活
動や課題について説明しました。
　また、団員の芳賀さん、鈴木さんが写真などを使って吉
里吉里・安渡地区の震災当時の状況を説明しました。
　今回参加したのは、バングラデシュ、ミャンマー、イン
ドネシアからの留学生の皆さんで、当町のほか、県庁防災
室や沿岸被災地を訪問。
　大槌町消防団の活動や課題を理解してもらう貴重な国
際交流の機会となりました。
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大槌町東日本大震災津波

生きた証 回顧録を奉納

遺族代表  田中教之さん 生徒代表  永井瑚夏さん
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